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基金総額20.8億円　  へ伸長
（
議
第
６６
号
か
ら
６９
号
）

　質
疑
な
し

（
議
第
７０
号
か
ら
７３
号
）

沼
澤
道
也
議
員
（
議
第
７０

号
）
新
庄
南
金
山
校
県
外

学
生
の
居
住
施
設
利
用
の

見
込
み
は
あ
る
の
か
。

教
育
長
　小
国
校
、
遊
佐

校
の
取
り
組
み
も
含
め
、

県
外
生
の
募
集
を
県
に
申

請
し
、
承
認
を
受
け
て
の

対
応
で
将
来
的
に
は
、
地

域
未
来
留
学
も
研
究
し
て

い
る
。
現
状
で
は
具
体
的

な
動
き
は
な
い
。

星
川
智
子
議
員
（
議
第
７０

号
）
沼
澤
議
員
と
関
連
す

る
が
、
居
住
施
設
の
食
事

を
含
む
管
理
は
ど
の
よ
う

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。

～財政運営10億円、減債4億円、資産活性3.6 億円、その他3.2億円～

９月
定例会

　9月定例会が9/6～9/13までの8日間の会期で開催され、20議案
全て全員賛成で可決、同意された。令和3年度決算では、当初目標
とされていた基金総額20億円が達成された。これは、国のコロナ対
策地方創生臨時交付金等の増額や事業見直しが要因となっている。
本年度補正予算等では新庄南金山校の県外学生の受け入れのため、
当初解体予定であった国道13号線沿いにある旧医師住宅を居住施設
として活用することとし、教学課への移管や宿泊キャンペーンの延
長、旧明安小学校賃借料（2業者利用）の増額等が上程された。

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

教
育
長

　下
宿
先
を
募
集

し
た
が
い
な
か
っ
た
た
め
、

旧
医
師
住
宅
を
利
用
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
管
理

を
食
生
活
改
善
協
議
会
と

話
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
問
題
は
夜
の
管

理
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か

に
あ
り
、
交
代
制
等
で
の

検
討
も
さ
れ
て
い
る
。
詳

細
は
こ
れ
か
ら
決
定
し
て

い
く
。

大
場
洋
介
議
員
（
議
第
７１

号
）
持
続
的
自
動
気
道
陽

圧
装
置
の
使
用
対
応
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

診
療
所
事
務
長

　い
び
き

を
か
く
人
に
多
い
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
治
療
器
で

寝
る
前
に
毎
日
装
着
し
、

医
師
が
そ
の
デ
ー
タ
を
管

理
す
る
も
の
で
、
現
在
１

名
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

柴
田
清
正
議
員
（
議
第
７０

号
）
廃
校
施
設
使
用
料
の

詳
細
と
高
規
格
道
路
の
残

土
処
理
の
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

総
合
政
策
課
長
補
佐

　飛

島
建
設
の
利
用
料
は
約
８

万
円
、
食
の
力
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
約
１２
万
円

（
月
額
）で
使
用
面
積
割
で

決
め
て
い
る
。

環
境
整
備
課
長
補
佐

　金

山
第
１
ト
ン
ネ
ル
（
荒
屋

地
区
）
の
残
土
の
仮
置
場

を
旧
中
田
小
学
校
グ
ラ
ン

ド
に
で
き
な
い
も
の
か
と

地
元
と
協
議
を
進
め
て
い

る
。
重
金
属
の
種
類
等
や

処
理
の
仕
方
等
を
河
川
事

務
所
か
ら
説
明
を
受
け
て

い
る
現
状
に
あ
り
、
早
急

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

須
藤
典
夫
議
員
（
議
第
７０

号
）
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
下

校
す
る
時
に
旧
中
央
公
民

館
で
３
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
対
応
す
る
と
あ
る
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ル
ー
ル

（
定
義
）を
明
確
に
し
た
方

が
良
い
の
で
は
。

町
長

　登
下
校
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
責
任
も
含
む

た
め
、
有
償
と
い
う
形
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
考
え
今

回
３
名
を
募
集
す
る
こ
と

に
し
た
。
明
確
な
ル
ー
ル

に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

中
村
忠
行
議
員
（
議
第
７０

号
）
多
目
的
運
動
場
解
体

工
事
入
札
の
過
程
で
資
産

価
値
（
鉄
く
ず
等
）
は
ど

う
評
価
さ
れ
た
の
か
。

総
務
課
長

　本
解
体
に
つ

い
て
は
分
割
で
は
な
く
、

鉄
処
理
を
含
む
一
体
的
な

工
事
と
し
て
入
札
を
し
た
。

業
者
は
鉄
く
ず
の
金
額
も

加
味
し
た
計
算
を
し
て
の

金
額
決
定
と
し
た
。

寒
河
江
宏
一
議
員
（
議
第

７０
号
）
旧
明
安
小
学
校
利

用
料
の
中
に
除
雪
等
の
管

理
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

総
合
政
策
課
長
補
佐

　旧

明
安
小
は
避
難
所
に
も
な

っ
て
い
る
た
め
除
雪
等
は

町
で
す
る
予
定
で
、
そ
の

他
の
細
部
に
つ
い
て
は
今

後
基
準
を
設
け
て
い
き
た

い
。

栗
田
保
則
議
員
（
議
第
７０

号
）
町
の
諸
問
題
解
決
の

た
め
副
町
長
の
設
置
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。
県

内
で
は
８
月
末
で
高
畠
町
、

尾
花
沢
市
、
西
川
町
と
金

山
町
の
４
自
治
体
と
な
っ

て
い
る
。
１２
月
議
会
で
の

提
案
を
期
待
し
て
い
る
。

町
長

　私
も
職
員
時
代
に

副
町
長
不
在
を
経
験
し
て

い
て
、
大
き
な
差
を
感
じ

て
は
き
て
い
な
い
。
栗
田

議
員
の
期
待
も
含
め
総
合

的
に
考
え
て
み
た
い
。

早
坂
憲
明
議
員
（
議
第
７０

号
）
沼
澤
、
星
川
議
員
に

関
連
し
て
県
公
表
と
は
募

集
と
い
う
こ
と
か
、
ま
た
、

１０
万
円
の
修
繕
費
の
中
味

は
ど
う
い
う
も
の
か
。

教
育
長

　県
外
生
の
募
集

は
県
を
通
じ
他
県
の
方
に

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

修
繕
費
は
旧
医
師
住
宅
と

し
て
利
用
し
て
き
た
た
め
、

台
所
等
最
低
必
要
と
さ
れ

て
い
る
部
分
の
修
繕
を
考

え
て
い
る
。

（
議
第
７４
号
か
ら
７５
号
）

　質
疑
な
し

（
議
第
７６
号
）
質
疑
な
し

（
議
第
７７
号
）
質
疑
な
し

（
議
第
７８
号
）
質
疑
な
し

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

前年度
14.5億円

一般
会計 分

飛島建設（旧職員室）

食の力コーポレーション（旧音楽室）

１. 条例の設定、一部改正

183 2億2781
・新型コロナウイルスワクチン接種関
　連診療収入の増額及び一般会計繰入
　金の減額　等

71号

議案番号

２. 各会計補正予算
議案番号 補正の主な内容 補正額（万円） 補正後（万円）会計名（補正番号）

３. 人事案件、その他
議案番号

４. 議員発議
発議番号 議　案　名

議　案　名

議　案　名

国民健康保険特別会計（第２号）

5億3350 47億4600

・前年度繰越金等の確定に伴う財政運
　営基金への1億4120万円の積立
・学校施設整備基金へ3億3000万円の
　積立
・新型コロナオミクロン株対応ワクチ
　ン接種費用983万円　等

70号 一般会計（第５号）

3264 9億5832・国庫補助事業前年度精算による返還金 等72号 介護保険特別会計（第２号）

9 6869・過年度保険料還付金73号 後期高齢者医療特別会計（第２号）

69号

9月議会定例会提出議案
（各会計決算の認定はP4～7参照）※全議案全員賛成で可決

議　案　の　主　な　内　容 

議　案　の　主　な　内　容 

議　案　の　主　な　内　容 

7 4号 固定資産評価審査委員会委員の
選任

堀一恵委員の任期が令和4年9月26日をもって満了となること
から、新たに岸忠男氏（七日町地区）を選任するもの  

7 5号 人権擁護委員の推薦 須藤幸一氏の任期が令和4年12月31日をもって満了となること
から、新たに小野テル子氏（山崎地区）を推薦するもの  

7 6号 金山町教育長の任命 須藤信一教育長の任期が令和4年9月13日をもって満了となる
ことから、引き続き同人を任命するもの  

7 7号 最上広域市町村圏事務組合規約
の一部変更

圏域の振興整備に係る財源として最上広域ふるさと市町村圏基
金を充てられるよう組合規約の一部を変更するもの  

7 8号 金山町教育委員会委員の任命 丹正之委員の任期が令和4年9月30日をもって満了となること
から、新たに丹喜一氏（稲沢地区）を任命するもの  

6号 上台川河川改修についての要望書
上台川流域の区長から上台川河川改修についての請願書が提出
され、採択となったことから、山形県知事へ地元からの要望事
項について早期の改修を要望するもの  

6 8号

67号

66号
金山町学校施設整備基金の設置、
管理及び処分に関する条例の設
定ついて

廃校となった小学校の譲渡や有償貸付に係る国庫補助金につい
て基金へ積立をすることにより免除されることから新たに基金
を設置するもの

金山町路線バス設置及び管理等
に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

小学校統合後の登下校に関し、要望に対応したバス運行を行う
ため改正するもの

金山町議会議員及び金山町長の選
挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

公職選挙法施行令の改正により公費負担の限度額を引き上げるもの
※くわしくは11月４日発行の町広報かねやまに掲載しています。

金山町職員の育児休業等に関す
る条例の一部を改正する条例の
制定について

地方公務員育児休業法が10月１日から施行され、男性職員の
育児休業が、より取得しやすい環境にするもの  


